
   組織再編による輪菊産地の再生 
計画期間：平成２５年度～平成２７年度 

○ 長崎県北部の県境に位置する佐世保市の「輪菊」 
 産地は、燃油価格高騰に伴う低コスト品目への転換 
 および高齢化により、産地の維持･発展が困難な状況 
 に陥っていた。 
○ このため県北振興局では地元JAや市による「プロジェクトチーム」を設立
し市内の既存３組織の再編、生産・販売活動を計画的に支援。 

○出荷組織の再編により若手生産者割合増、出荷数量増加による取引市場
への優位性向上、信頼の回復、組織活動が活性化した。  

長崎県 

具体的な成果 

１ 既存3出荷組織の再編 
■３出荷組合を1出荷組合に再編 
  出荷市場の絞込み（9→４市場）により
出荷市場への優位性が向上した。 

２ 再編からの再生 
■若手栽培者の増加による活性化 
構成員中の若手（20,30台）の割合が増加 
した。  
 
 
 
 
 
 

 
■販売量の増加傾向 
平成27年度より販売量が増加に転じた。 
 
 
 
 
 
 

 
■生産意欲の向上 
①視察研修の実施、現地研修会の開催 
②補助事業の取り組み 
自動選花結束機、自動カーテン、高品質・
省力化設備の導入による生産性の向上が
図れた。 

普及指導員の活動 

平成2５年 
■県北振興局、佐世保市、ＪＡながさき西海
で構成される「プロジェクトチーム」を設立。 
■再編に向けた助言指導を実施。 
 

■プロジェクト活動 
 
 

普及指導員だからできたこと 

・まず技術指導の面からアプローチが
できた。 
 技術指導で一定の信頼関係が構築。  
・流通販売にも明るく、市場担当者に    
も顔が利くため販売面での問題点の洗
い出しが容易でかつ説得力がある。 
・関係機関とは連携をとりやすい。 

【現状】 壊滅の危機であった
輪菊３出荷組織

【目標】 輪菊産地の再生
（１）生産者の高齢化により、

産地の維持･発展が困難
（１）次世代に向けた後継者

育成

（２）出荷数量が減少しており、
産地競争力が大きく低下

（２）生産力・販売力の強化に
よる産地競争力の向上

（３）組織活動が行き詰まり、
産地回復への目途が立たず

（３）生産者の意欲向上による
組織活動の活性化

出

荷

組

織

の
再

編

【目標】 輪菊産地の再生
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組織再編による輪菊産地の再生 

 

活動期間：平成 25 年～平成 27 年 

１．取組の背景 

佐世保市内の３つの輪菊出荷組合は、後継者問題や出荷数量の減少等により、今後の

産地維持･発展が困難な状況であった。 

(1) 生産者の高齢化により、産地の維持･発展が困難 

10 年後には高齢化により農家戸数は減少し、それに伴い産地面積も現状の３

割（173a）が減少することが推察された。（第１表参照） 

(2) 出荷数量が減少しており、産地競争力が大きく低下 

高齢化や燃油価格高騰に伴う低コスト品目への転換により、平成 18 年度と比

較して、平成 25 年度は５４％に減少している。（第 1 図参照） 

(3) 組織活動が行き詰まり、産地回復へのめどが立たない 

当産地に向けた取引市場からの助言に対し、具体的な取組は何も実施されてい

なかった。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．活動の内容 

JA ながさき西海や佐世保市と連携して、３組織の再編とその後の生産・販売活動

を計画的に支援した。（第 2 図及び第 3 図参照） 
出荷組織の再編により、輪菊産地の再生を図る（H25年度～H27 年度） 

第１表．組織再編前の各組織における組合員の状況 

第１図．佐世保地域における輪菊生産者の出荷数量の推移 
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３．具体的な成果 

生産者の活力は蘇り、組織活動は活性化され、取引市場からの信頼も回復し、産地の

出荷数量は増加した。 

(1) 出荷組織において、若手生産者の割合が増加 

出荷組織において、若手生産者の割合が増加し、従事農家数 18 名のうち、5

名が 20 代、30 代の若手生産者となった。（第２表参照） 

(2) 組織再編を境に、出荷数量が増加傾向に転じた。（第 4 図参照） 

(3) 共同出荷数量の増加により、取引市場への優位性向上 

取引市場の集約化（ ９市場 → ４市場 ）により、１市場に対する出荷数量が

増加され、各取引市場に対する優位性が向上した。 

(4) 生産者の意欲向上により、組織活動が活発化 

現地検討会の開催や新品種の導入、先進地視察研修の実施と併せて、自動選花

結束機やシェード設備など、高品質・省力化設備の導入も積極的に実施されている。 

(5) 取引市場からの信頼が回復 

組織再編後、取引市場からは、「何も対策を実施しなければ、先々、消える可

能性があった産地が、組織再編を実施したことにより、ギリギリのタイミング

で良い形になった。」とか、「出荷数量は昨年度よりも多くなり、年間安定して

出荷いただいている。」、「組織運営が上手くいっている。」などの高い評価を頂

いている。 

第３図．普及活動の経過 

第２図．普及活動の課題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．農家等からの評価・コメント(佐世保市上野氏) 

  25 年より 3 出荷組合が合併して｢させぼ西海菊出荷組合｣の立ち上げに際して準備、

打合わせ等で大変お世話になりました。設立後も適切な助言や指導を頂いたおかげでど

うにか軌道に乗り、感謝しております。今後ともよろしくお願いします。 

 

５．普及指導員のコメント（南部地域普及課係長山口克正） 

核になり行動力のある指導者を見極め、時間を空けずに働きかける事が大切。また説

得にあたり説明資料を的確に準備できるかが成功への鍵である。 

 

６．現況・今後の展開 

産地競争力向上に向けた更なる出荷数量の増加対策 

(1)これから増加することが予想される遊休施設を活用するために、後継者や新たな就

農希望者など「新規就農者」に対し、研修の場として活かしながら、第三者継承を

進めるとともに、規模拡大志向農家による利用について検討していく。 

(2)県北地域には、もう１つ農協出荷されている輪菊出荷組織があるが、こちらも出荷

数量が減少しているので、させぼ西海菊出荷組合と一緒に「県北地域広域組織」を

立ち上げ、出荷数量を増加させることも検討していく。 

 

第２表．組織再編後の組合員の状況 

第４図．佐世保地域における輪菊生産者の出荷数量の推移 
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